








 
要約：重度重複脳障害児の通学する肢体不自由養護学校において、入学児の児童生徒の病

名や病態は明らかでないものが多かった。また児童生徒の病態が曖昧な場合、その情報収

集と医学的情報の解説は専門医でなければ理解できないことが多い。その点から、肢体不

自由養護学校の「内科」校医は重度児の療育に理解のある小児神経ないし小児科専門医が

あたるべきである。教員へのアンケートでは、「内科」校医が専門医であることが必要であ

るとの意見を多く得た。「内科」校医が専門医でない場合は、それを補佐するための指導医

をすべての養護学校で確保しそれを保障せねばならない。 


